


 

 

 



はじめに 

 

平成 19年度より特殊教育から特別支援教育体制の移行を踏まえ、平成 20 年度より国立特

別支援教育総合研究所では、高等教育支援に関する研究の充実を図る必要性から、移行支援

研究班が発足しました。本研究所は、それまで主に、就学前から学齢期（小学部、中学部、

高等部）までのさまざまな障害のある子どもの指導・支援に関する研究を進めており、高等

部卒業以降の、所謂、高等教育支援については、十分な研究の蓄積がある状況にありません

でした。 

平成 20 年度は、全国の特別支援学校の進路指導・職業教育の実態について情報収集を行

うことを目的として、専門研究 A「障害のある子どもへの進路指導・職業教育の充実に関す

る研究」（平成 20 年度～平成 21 年度）に着手しました。そして、各学校種における進路指

導・職業教育上の共通する課題や各学校種で特化する課題について明らかにしました。また、

この全国調査の結果を踏まえ、各学校種の進路指導・職業教育の担当者である研究協力者と

の協働により、進路指導・職業教育のための「支援ツール（案）」を提案しました。    

本研究は、平成 20年度～平成 21年度の研究の発展として、それまでの研究結果の課題と

して示された特別支援学校高等部（専攻科）における進路指導・職業教育の教育課程上の位

置づけ、関係諸機関との連携、校内連携、卒業後の支援、保護者（家族）への支援について

検討し、支援ツールを更に集積、整理し、「進路指導・職業教育支援プログラム」として作

成することを目的としたものです。 

この間、特別支援学校進路指導・職業教育担当者を対象にした全国調査、研究協議会を開

催し、プログラム作成に関わり貴重な情報を得ることができました。また、前研究から研究

協力機関が延べ 10校、研究協力として３名の専門家より、多くの助言をいただきました。 

本研究でプログラムとしてまとめたツールは、既に各学校で実践されているものを課題別

に整理し、考え方をまとめたものです。本プログラムが、各校の進路指導・職業教育に関す

る課題解決の手がかりになり、さらに各校独自の修正を加えることにより、実践の基礎資料

として活用していただければ幸甚です。 
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